
●しみんの広場●しみんの広場

平成 25年 3月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │

地域
発!

先
進
地
を
視
察

　

私
た
ち
連
合
会
は
、
昨
年
の
11
月
６
日
、

７
日
と
静
岡
県
沼
津
市
お
よ
び
熱
海
市
で

「
自
主
防
災
活
動
の
先
進
事
例
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
先
進
地
域
に
お
け
る
実
践
的

な
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た

め
て
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
を
認
識

し
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
を
ゲ
ー
ム
で
体
験
！

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
避

難
所
に
は
多
く
の
方
が
殺
到
し
ま
す
が
、

運
営
は
地
域
住
民
が
自
主
的
に
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

発
生
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
避
難
所
運
営

を
体
験
し
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、

こ
の
研
修
を
企
画
し
ま
し
た
。

地
域
の
話
題

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会

地
域
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
よ
う

▲避難所開設の方法などについて話し合うグループ

２
月
７
日
（
木
）に
、田
原
市
役
所
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
避
難
所
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」に
つ
い
て
、

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
校
区
会
長
や
自
治
会
長
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど
52
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
連
合
会
の
視
察
研
修
の
報
告

を
行
い
、
次
に
８
班
に
分
か
れ
、
愛
知
県
防

災
局
災
害
対
策
課
の
職
員
を
講
師
に
、「
避

難
所
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
」
と
呼
ば
れ
る
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
は
、
避

難
者
の
年
齢
や
性
別
、
国
籍
や
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
え
る
事
情
が
書
か
れ
た
約
２
５
０
枚
の

カ
ー
ド
を
、
避
難
所
に
見
立
て
た
体
育
館

や
教
室
の
平
面

図
に
配
置
し
た

り
、
避
難
所
で

起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
に

ど
う
対
応
し
た

り
す
る
か
を
、

模
擬
体
験
し
ま

し
た
。

▲講師の説明に耳を傾ける参加者

▲模擬体験ゲーム（避難所ＨＵＧ）

研
修
の
成
果
を
生
か
し
て

　

参
加
者
は
、
初
め
の
う
ち
は
と
ま
ど
っ

て
い
ま
し
た
が
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
配

慮
を
し
な
が
ら
の
部
屋
割
り
、
炊
き
出
し

場
や
仮
設
ト
イ
レ
配
置
な
ど
生
活
空
間
の

確
保
、
視
察
や
取
材
対
応
と
い
っ
た
出
来

事
に
対
し
て
、
積
極
的
に
意
見
が
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
で

は
、
今
後
も
「
防
災
」
を
地
域
の
課
題
と

捉
え
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

★『避難所ＨＵＧ』 ってなに？
　避難所運営を、みんなで考えるためのひとつのアプローチ
として、静岡県が開発したものです。
　ＨＵＧは、Ｈ（h

ヒ ナ ン ジ ョ
inanzyo）、Ｕ（u

ウンエイ
nei）、Ｇ（g

ゲ ー ム
ame）の頭文字を

取ったもので、英語で「抱きしめる」という意味です。避難者
を優しく受け入れる避難所のイメージと重ね合わせて名付
けられました。
※連合会でも、ＨＵＧキットを所有しています。キットは貸

出可能ですので、ぜひ地域活動でご活用ください。

▶お問い合わせ＝事務局（市民協働課内）☎２３局３５０４


